






























に歪み を生 じることが実験的に確認 されてお り,
早期に周囲骨が吸収す る可能性 も示 されている2)。







とが推奨 されて きた3)。その後の様 々な報告にお























結 した条件下で,印 象材の硬度がアバ ットメン ト
アナログの変位に及ぼす影響を検討 し,印象材の
硬度に関わらず正確な作業用模型 を製作できるこ
とを報告 した。 この結果が,前 述のDel'Acqua










1)。金 型上面 の中央部 に10.0mmの間隔で アバ ッ
トメ ン トアナ ロ グ(Novel　Biocare)を垂直 に2
本植立 し,上 部構 造装着部(近 心側:S1,遠心側:
s2)と した。 また,　s1,　s2の延 長 線上 の近 遠心
側12.0mmの位 置 にステ ンレス製 の基準 アナ ログ
を平行 に植立 した(近 心側:R1,遠 心側:R2)。
　 s1,　s2に締 結 した 印 象 用 コー ピ ング(Novel
Biocare)には,連 結 され て いな い ブロ ック状 の
パ ター ン レジ ン(ジ ー シー)を 付 与 した。 また
R1,　R2に連結 した基準 ア ナ ログ用 コー ピ ング は
ス テ ン レス製 トレー連 結 部 に ネ ジ固定 した(図
2)。 トレー連 結部 は,金型 で製 作 した個 人 トレー
外 枠 とネ ジで連結 す る構造 とした。
　 基準模型 に印象用 コーピ ング と トレー連結部 を
設 置 した状 態でパ ラフィンワ ックス1枚 で リリー
フ し(図3),個 人 トレー外枠 との間 隙 に常 温重
合 レジ ン(ト レーレジ ンⅡ,松風)を 圧入 してオ ー
プ ン トレー を作製 した。 トレー開 口部 は固定用 ス






インプラン ト(ジーシー,以 下EIと略す)を 採
用 した。ただし高硬度印象材による印象採得では,
臨床術式に準 じレプリカ周囲の基準模型面に少量





個人 トレーを基準模型金型に適合 させ,ト レー連
結部 と個人 トレーをネジで連結 した。15分後に
コーピングスク リューを緩めて個人 トレーを基準
模型から撤去 し,1時 間放置 した。印象面のs1,




1))を注入 した後,100%保湿 箱で2時 間保管
した。ボクシング用金型枠および個人 トレーを撤
去 し作業用模型 とした(図6)。 試料数は,高 硬









る直線 をX軸 として,こ れらの中点を原点とした。
基準平面上でX軸 に直交する直線 をY軸,基 準
平面に直交す る直線 をZ軸 として座標系 を設定
した(図7)。 プローブ先端が直径1mmの 球形
であることか ら,S1,　S2は直接計測す るのが困
難 であ ったため,円 筒形 の測定用 ジグ をスク
リューに固定 して計測 した(図8)。 ジグ上面か
らs1,　S2フレンジまでの長 さ(7.0mm)を減 じ,
計測値 とした。 さらに各模型上で計測 したS1,
S2の位置 と基準模型における計測値 との差 を変
位量 とし,X,　Y,　Z軸方 向での変位量および三
次元的変位量 を算出 した。 さらにs1,　S2間の相
対的位置の変化 として算出した。計測値の統計処
理 に はStedent-tテス トを用 い,有 意 水 準 は
　 1.R1,　R2に対 す るS1,　S2の変位量
　R1,R2に対 す るS1,　s2の変位量(平均 ±SD)
はIJ群,　EI群の順 にX軸 方向で,　-15.2±23.3μm,
-5.2±14.3μm,　Y軸 方 向 で-2.8±13.3μm,
-14.7±75.1μm,Z軸方 向 で-35.7±16.6μm,
-31.8±10.4μmであ っ た(図9)。 これ か ら算
出 したR1,　R2に対 す るS1,　S2の三 次元 的変 位
量(平 均 ±SD)は,　 IJ群で は45.3±21.4μm,
EI群では39.6±7.7μmであ りstudent-tテス ト
で は,い ずれ において も群 間 に有意 差 はなかった
(図10)。
　 2.S1,　S2間の相 対的位置 の変化
　 基準模 型 に比較 した作業 用模型 で のS1,　S2間
の相対 的位 置 の変化量(平 均 ±SD)は,　 IJ群,
EI群 の 順 にX軸 方 向 で22.8±4.6μm,20.0±
19.1μm,Y軸方 向 で13.0±4.6μm,6.8±3.5μm,
Z軸 方 向 で は17.8±4.6μm,6.5±3.4μmであっ
た(図11)。 これか ら算 出 した三 次元 的 な相 対 的
位 置 の 変 化 量 は,IJ群 で は36.2±10.3μm,　EI
群 で は33.2±13.9μmであ り,い ずれ におい て も
群 間 に有意差 はなか った(図12)。
　口腔内のインプラント体やアバ ッ トメントを作
業用模型上に正確 に再現するため,印 象採得法に








印象用コーピングの連結 の有無,ク ローズ ドト





研究5)によ り,オ ープン トレー用印象用コーピン
グを連結 しないで使用 した場合や個人 トレーに直
接連結 した場合 に比較 して,印 象用コーピング間
























とを報告 している。また,そ の理由として,印 象
用コーピングを連結 しない場合は印象時の変位は
生 じないが,作 業用模型製作時に印象用 コーピン
グが変位 しやす く,レ ジンによって連結する場合
は,模 型製作時に印象材中における印象用コーピ






避 しなが ら,印象材 と印象用コーピングとの接触
面積 を増大 させ ることで作業用模型製作過程 にお
ける印象用コーピングの変位 を抑制す ることを目
的としている。 したがって,印 象後のアナログ連
結や,石 膏注入過程 においては,印 象材 と印象用
コーピングもしくはその周囲のパターン用 レジン








ドインプラン トの開発当初 は,下 顎無歯顎 を対象
とした補綴治療 を目的としていたため印象材の硬
度が大 きいことは問題 とはなりにくかったが,そ
の後,イ ンプラン ト治療の対象が部分欠損症例 に
拡大 されるのに伴い,状 況が変化 している。すな
わち残存歯によるアンダーカットが存在するため,
高硬度の印象材 を使用す る際には充分なブロック
アウ トが必要であ り,これを行った場合で も印象
撤去時 に患者が苦痛 を訴 えることを経験す る。
よって患者の立場か らは,印 象採得による再現性
が確保 されるのであれば,硬 度の小 さな印象材が













する際の不快感 もな くなるため,患 者の苦痛 をさ
らに少なくすることがで き,臨床的意義は大 きい。
しか し先に述べたとお り,印象用コーピング間を
連結す る場合に比較 して,こ の設定では作業用模
型製作 までの過程で,印 象材中の印象用コーピン
グと印象材の界面に加わ る応力が大 きいと推測 さ






　本研究では印象用 コーピング を連結せず にパ
ターン用 レジンのブロックを付与 した状態で印象
採得 と作業用模型製作 を行い,R1,　R2に対す る
s1,　S2の三次元的変位量(平 均±SD)は,　IJ
群 で は45.3±21.4μm,EI群で は39.6±7.7μm












象材の硬度が作業用模型の再現性 に影響 を及ぼ さ
ないことが示 された。また,印 象用コーピング間
をパターン用レジンで連結 した松村 らの報告11)に
おけ る結 果では,R1,　R2に対す るs1,　s2の三
次元的変位量(平 均 ±SD)は,　IJ群で は56.8
±16.7μm,EI群では41.7±15.1μmであり,　s1,
s2間の相 対 的位置 の変 化 量 は,　IJ群で40.6±
19.4μm,EI群では56.1±12.3μmであった。本















はないか と思われ る。R1,　R2に対す るs1,　S2
の変位量は,歯 列模型に対するアナログの変位 を
意味するため,咬 合接触関係や隣接接触関係の調
整量 を意味す るが,臨 床で一般的に採用 されてい
る印象用コーピング連結 と同等の値であれば,臨
床的に問題 になることはないといえる。またs1,










い ことが知 られている14～19)。さらに傾斜埋入 され





基準模型を使用 したため,イ ンプラン ト体が傾斜
埋入された場合に,作 業用模型上での再現性に対
してどのような影響を及ぼすかについては言及で
きない。 この点については,今 後の検討が望 まれ
る。
　印象用コーピングを連結せずにブロック状のパ






で あ り,群 間 に有意差 はなか った。
　 2.S1,　S2間の相 対 的位置 の変 化 量 は,　IJ群
で は36.2±10.3μm,EI群で は33.2±13.9μmで
あ り,群 間 に有 意差 はなか った。
　 以上の こ とか ら,印 象用 コー ピングにブ ロ ック
状 のパ ター ン用 レジ ンを付与 して印象採得 す る場
合,印 象材 の硬度 に関わ らず適合 に優 れた上部構





















T.:印 象 採 得,テ ィ シ ュ ー イ ン テ グ レ イ シ ョ ン
補 綴 療 法(関 根 　 弘,小 宮 山 彌 太 郎,吉 田 浩 一
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